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「
仙
台
七
夕
ま
つ
り
」が
、８
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）・
８
日（
木
）の
３
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
程
と
も
平
日
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、一
時
天
候
が
崩
れ
た
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、２
０
０
万
人
超
の
観
光
客
の
方
々
が
国
内
外
か
ら
来
仙
し
、制
作

者
が
願
い
を
込
め
た
、色
彩
豊
か
な
七
夕
飾
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中心部商店街は、平日にもかかわらず家族連れや外国からのたくさんの観光客でにぎわい、
飾りを見上げながら歓声を上げていた。

８
月
６
・
７
・
８
日

仙
台
七
夕
ま
つ
り
開
催
！

クリスロード商店街振興組合一番町四丁目商店街振興組合

名掛丁商店街振興組合サンモール一番町商店街振興組合

おおまち商店街振興組合一番町一番街商店街振興組合

中心部商店街で金賞を受賞した六つの飾りからグランプリを選ぶ、ウェブ投票型のコンテスト。
今年のグランプリはムツミヤ（写真右）、準グランプリは白松がモナカ本舗（写真左）。受賞した
2社には記念品が送られた。

T-1グランプリ

中心部商店街
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上杉中央商店会

文化横丁共栄会

連坊商興会 

今年初めて実施した、七夕
和紙を使用した小物クラフ
ト体験ができる「たなばた
くらふと」（写真右）。
また、Instagram を活用し、

「七夕シェアコレ2024」と
題した、フォトコンテスト
も開催（画像は実際に投稿
された写真の画面）。

案内所では、高校生ボランティアによる観光案内が行われた。今年は短冊記入
コーナーも設置し、参加者は笑顔で自分の書いた短冊を笹に飾っていた。

七夕まつり期間中の３日間、青葉山全体を会場とし、仙台城址や瑞鳳殿、仙臺緑彩館など
で、ステージイベントやライトアップなどのイベントを実施。祭りをさらに盛り上げた。

おまつり広場では連日の暑さにも負けず、観光客が
出店の飲食やイベントを満喫していた。

仙台市内の児童生徒が復興への祈りを込め制作し
た、折り鶴78,000羽の吹き流し。

仙台七夕花火祭は、「smile」をテーマに、
1万6000発の花火が打ち上げられた（８
月５日）。

4

なかやま商店街振興組合

周辺部商店街では、文化横丁共栄会が七夕飾りを初掲出。商店街を訪れた地域住民は工夫が凝ら
された飾りを写真に収めながら、普段とは違うまちの風景を楽しんでいた。

中心部商店街以
外の企業・団体等
から七夕飾りの
掲出募集を行い、
昨年よりも多い
14カ所に飾りが
掲出された。

能登復興への祈
りを込め、クラ
ウドファンディ
ングの支援者と
ともに当協賛会
で制作した飾り
を掲出。

仙台朝市商店街振興組合 原町東部商店会

長町駅前商店街振興組合 根白石商店会

せんだい・杜の都親善大使は、３日
間、会場各地で祭りのPR活動や、観
光案内を行った。

昨年度に引き続き、協賛会スタッフを希望のあった商店街にサポーター
として派遣し、祭りの運営を支援した。

たなばたくらふと

七夕飾りバンク能登復興応援飾り

周辺地域商店街

児童生徒による七夕飾り

おまつり広場観光案内所

七夕サポーター

せんだい・杜の都親善大使

仙台七夕ナイトフェス 宵灯り

七夕シェアコレ2024


